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　1969 年（昭和 44 年）から卒業レポートに取り組んで 52 年、高島高校には半世紀も前から探究的学びを取り入
れてきた歴史があります。その歴史に加えて、昨年度からはレポートを論述した上にポスターやパワーポイントを
使った発表にも取り組んでいます。問いを立て、仮説を立てて検証するという探究的学習を通して、自分自身を見
つめたり友人と協働的に学びを深めたりしています。

大阪大学石黒浩教授 (1982年卒 )の卒業レポート
　アンドロイド研究の世界的研究者の石黒先生は、高校時代美

術部に所属し活躍されました。卒業レポートでは、“静物のもつ

無限の美への追求”について記されています。その一部を紹介

します。 

要　旨 
　百合・紫陽花をモチーフに、静物の持つ無限の美を追求するととも

に、油絵を始めてからの三年間をふりかえる。 

本文より 
「石ころを見て長い地球の歴史を思うように、静物を見て感じる

ものは、人物や風景を見て感じるものより、はるかに神聖で、

それはかつ無限である。私が静物を描く理由は、その中に無限

の可能性が、無限の美が秘められているからであり、その無限

の美を追求してみたい欲求に駆られるからである。」 

　私は法哲学に興味があったので、死刑制度をテーマに卒
業レポートの探究活動を行いました。文献調査を中心に探
究活動をする中で、最初は無駄に感じた文献が最終的に論
文に仕上げていく中で役に立ったことがあり、幅広い情報
を収集する必要性を感じました。多くの文献を調査するに
は早い段階から計画的に進めることが重要です。この探究
活動を通して培った計画する力は受験勉強でも役立ったよ
うに感じています。エビングハウスの忘却曲線を自分なり
に解釈し、７回暗記や演習を繰り返せばほぼ100% 理解
できたことになるので問題集等を７回解くことを実行しまし
た。また、受験勉強として友人と問題を出し合う時間は大
変有意義でした。相手が絶対に答えられない問題を作問し
ようと挑戦する時間はとてもワクワクしました。
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　読書活動に積極的に取り組んでいます。
〇朝の10 分間読書
　 　春と秋の読書週間では、朝の10 分間読書に取り組みます。自分の選ん

だ本、好きな本を読むことで自発的な読書活動の充実を図り、読書習慣を
身に付ける機会になっています。

〇校内読書感想文コンクール
　 　毎年夏休み明けに校内読書感想文コンクールを実施し、自分の思いや考

えを言葉で表現する力を育んでいます。校外のコンクールにも毎年複数名
が入選するなど、活躍しています。

〇ビブリオバトル
　 　自分が読んでほしい本をプレゼンテーションする力を競うビブリオバトル

大会に毎年参加しています。高島高校生が 2 年連続して県大会で優勝し、
全国大会でも活躍しました。
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　将来英語を使って活躍できることを目標におき英語
の発音練習からはじめ、暗唱やスピーチ、ディベート
などの活動をしています。大会にも出場し、全国高校
生英語ディベート大会で３位入賞や朝日大学高等学校
英語弁論大会で優勝するな
ど英語の実力を大きく伸ばし
ている生徒もいます。
　英語ディベートでは論理的
思考力が鍛えられるため、京
都大学や大阪大学などの難
関大学に合格した先輩は大学
入試に大いに役立ったと言っ
ています。

東京大学の先生方が全
国の参加高校に向けて
Web 配信している「高
校生と大学生のための
金曜特別講義」を本校
生徒も受講できます。
高度で専門的研究事項
を高校生に分かりやす
く解説してもらえる授
業です。
　全国各地の高校生と

一緒に受講でき、質疑応答も共有できるので、多様な考え
方に触れて視野を広げることができます。

につなげる
　長期休業中などに「自ら学ぶ」スタイルを確立するためのプログラムです。自分のペースで家庭学習を進め、学
校でスモールステップのチェックテストを受けます。「 」で学習する姿勢や基本的学力をしっかり身につけ、
それらを活用して大きく「 」してほしいと願っています。

自学自習を徹底サポート
　自習室は 2 部屋 24 席ずつあり、すべてパーテーションで区切られているので、一人でじっくりと落ち着いた空
間で勉強に集中できます。また、質問コーナーが職員室のすぐそばに設置してあるので、わからないことが出てき
たらすぐ先生に聞けて、その場でスッキリ問題解決できます！
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（※灑郷祭＝学園祭）
高島高校では、体育祭と文化祭をあわせて「灑郷祭」と名づけています。

（令和４年度募集予定部活動）

学習と部活動を両立させることで、確かな学力、豊かな心、
健やかな身体をバランスよく育み、生きる力を育てます。

（※灑郷祭＝学園祭）

໺ٿ
཮্ٕڝ
εΩʔ
ॊಓ
୎ٿ

όϨʔϘʔϧ
ಓ݋

ιϑτςχε
αοΧʔ

όυϛϯτϯ
Ϙʔτ

Έ Μ ͳ ͕ Ұ ͭ に ͳ る ᖮ
㆕ ㆂ

ڷ
ㆌ ㇇ ㆄ

ࡇ
㆕ ㆂ

ӡɹಈɹ෦



TAKASHIMA HIGH SCHOOL GUIDE BOOK 2022 8

෦ ׆ ಈ ͸ ࣗ ݾ ੒ ௕ の ৔

TAKASHIMA HIGH SCHOOL GUIDE BOOK 2022

ԋܶ　ॻಓ　ඒज़　୳ڀ
஡՚ಓ　̧̟̘　ࣸਅ　ਧ૗ָ

஥ 間 ͱ ͱ ΋ に ૑ ଄ す る ت ͼ

　私は部活動を通して「努力することの大切さ」を学びま
した。高校で初めてボート部に入ったので、初めは落水し
てばかりいました。しかし、なぜうまくいかないのかを考
えて、自分なりに練習方法を工夫するうちに少しずつでき
るようになり、最後には納得できる成績も残せました。こ
の経験は、勉強でも非常に役立ちました。どんなに練習
が厳しくても宿題や予習は欠かさず取り組みました。授業
中の集中度を高めたりテスト前の勉強時間を増やしたりな
ど工夫して努力したことは確かに報われたと感じています。
　落ち着いた環境で勉強に集中できたことと部活動など
でいろんな人と関わり刺激を受けられたことが、高島高校
を選んでよかったと思うことです。

京都教育大学美術領域専攻
湖西中学校出身
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